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今月号のここがポイント！

今月号では，5 月 18 日に開催されました記念講演会の講演記事を掲載しておりま

す。日本のがん医療の現状と，大阪国際がんセンター（旧 大阪府立成人病センター）

での取り組みや実績，また，最先端のがん治療についてご講演いただいた内容が簡

潔にまとめられています。

解説記事 1 題目は，核磁気共鳴法（NMR）を用いた定量分析法についてです。NMR

というと有機化合物の構造解析の手段との印象が強いかと思いますが，定量分析法

として確立され，日本薬局方や JIS などの公定法として収載されるようになりまし

た。国際的な公定法化への動向についても解説いただきました。

解説記事 2 題目では，光照射や温度制御によりフォトクロミック化合物の結晶成

長を制御することで，ハスの葉やカタツムリの殻のような超撥水性・超親水性表面

機能を模倣することに成功したという研究について解説いただきました。バイオミ

メティック材料に関する興味深い内容となっております。

連載講座「質量分析の基礎」の第 2 回はイオン化法についてです。多様なイオン化

法をわかりやすく紹介いただきました。適切なイオン化法を選ぶことが，目的とす

る分析・測定成功のカギとなることがありますので，その一助となれば幸いです。
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